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「告白」の湊かなえによる衝撃のミステリー
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＜概要＞
　2012年1月放送の連続ドラマW「贖罪」（しょくざい）の主演に小泉今日子が決定！
「贖罪」はデビュー作「告白」文庫版が200万部を突破し、映画も大ヒットを記録した湊かなえの3作目の小説。連鎖する悲劇を5人の女性の
視点で描き、人間誰もが隠し持つ毒や心の闇を描ききった作品は、またも世に衝撃を与えた。
　小泉が演じるのは、小学生の娘を殺された母・麻子。15年の時をまたいだ悲劇の中心で、周囲に激情をぶつけ、やがて運命に翻弄されてい
くひとりの女性を鮮烈に演じる。作品の演出を手がけるのは、『トウキョウソナタ』（2008年）他、数々の作品で世界的に高い評価を得ている
黒沢清監督。女性たちはなぜ悲劇を連鎖させてしまうのか、「贖罪」とは何か、作品が投げかけるテーマに挑む。

＜ストーリー＞ 
　15年前、ある田舎町で小学生の少女エミリが男に連れ去られ、殺される事件が発生した。直前までいっしょに遊んでいた仲良しの小学生4
人は第一発見者になる。犯人は見つからず、事件は迷宮入り。エミリの母・麻子（小泉今日子）は、目撃した犯人の顔をよく思い出せない4人を
責め「犯人を見つけなさい。でなければ、私が納得できるような“償い”をしなさい。」と激情の言葉を投げつける。事件への恐怖、麻子の言葉
へのショックを抱えながら、それぞれの道を歩み大人になった4人。「“償い”とは何か？」という呪縛にとらわれてきた彼女たちは、やがて連鎖
する悲劇を引き寄せていく。

＜スタッフ・キャスト＞
原作：湊かなえ「贖罪」（東京創元社刊）　
脚本・監督：黒沢清（『トウキョウソナタ』『叫』『回路』『CURE』）
音楽：林祐介
出演：小泉今日子　ほか
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